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広一惣かねろ
臆平成17争I2月(時441)

◆
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
状
況

平
成
1
 
6
年
中
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
の
死
亡
重
傷
率
は
､
飲
酒
な
し
の
場

合
に
比
べ
2
･
2
倍
も
高
く
､
事
故
統
計

か
ら
も
飲
酒
運
転
が
死
亡
･
重
傷
事
故
に

つ
な
が
る
危
険
性
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
｡
ま
た
､
平
成
1
 
6
年
中
に
発
生

し
た
ひ
き
逃
げ
事
件
の
検
挙
件
数
は
5
･

2
5
-
件
｡
被
検
挙
者
の
う
ち
､
主
な
逃

走
動
機
が
　
｢
飲
酒
運
転
｣
　
と
判
明
し
た
の

は

､

-

･

-

6

5

件

　

(

2

2

･

2

%

)

　

と

2

割
を
超
え
て
い
ま
す
｡
表
は
､
原
付
以
上

運
転
者
の
飲
酒
別
死
亡
事
故
件
数
の
推
移

(
各
年
6
月
末
)
　
で
す
｡



飲　活　運　転　に　よ　る　罰　則

仁子直中｢
讃藷麗謂
1互生以下の懲璽_臆_　｣

3年以下の懲役または
50万円以下の罰金

危　険　運　転　致　死　傷　罪

酒　　酔　　い　　運　　転

酒気帯び運転o25唯以上1年以下の懲役またはl

薪1急患藩難詰竺竺T_?竺｣
飲　酒　検　知　拒　否音30万円以下の罰金

広●秘かわら
平成17争12月　休o｣｣l)■

◆
脳
の
機
能
を
麻
箆
さ
せ
る
ア
ル
コ
ー
ル

飲
酒
運
転
は
､
ビ
ー
ル
や
日
本
酒
な
ど

の
酒
類
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む
飲
食
物
を

摂
取
し
､
ア
ル
コ
-
ル
分
を
体
内
に
保
有

し
た
状
態
で
運
転
す
る
行
為
で
す
｡

ア
ル
コ
-
ル
に
は
麻
酔
作
用
が
あ
り
､

脳
の
働
き
を
麻
痺
　
(
ま
ひ
)
　
さ
せ
ま
す
｡

｢
大
脳
皮
質
｣
　
は
大
脳
の
理
性
や
判
断
を

司
る
部
分
で
す
｡
一
般
に
　
｢
酔
う
｣
　
と
は
､

血
中
の
ア
ル
コ
-
ル
濃
度
が
高
く
な
る
こ

と
に
よ
り
､
大
脳
皮
質
の
活
動
を
コ
ン
ト

ロ
-
ル
し
て
い
る
大
脳
下
部
の
　
｢
網
様
体
｣

が
麻
痺
し
た
状
態
を
言
い
ま
す
｡
お
酒
に

酔
う
と
､
顔
が
赤
く
な
る
､
多
弁
に
な
る
､

視
力
が
低
下
す
る
な
ど
の
変
化
が
表
れ
始

め
､
さ
ら
に
知
覚
や
運
動
能
力
を
司
る
部

分
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
､
同
じ
話

を
繰
り
返
し
た
り
､
足
元
が
ふ
ら
つ
い
た

り
し
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
､
飲
酒
時
に
は
､
安
全
な

運
転
に
必
要
な
情
報
処
理
能
力
､
注
意
力
､

判
断
力
な
ど
が
低
下
し
て
い
る
状
態
に
な

り
ま
す
｡
具
体
的
に
は
､
気
が
大
き
く
な

り
速
度
超
過
な
ど
の
危
険
な
運
転
を
す
る
､

車
間
距
離
の
判
断
を
誤
る
､
危
険
を
察
知

し
プ
レ
-
キ
ペ
ダ
ル
を
踏
む
ま
で
の
時
間

が
長
く
な
る
な
ど
､
飲
酒
運
転
は
､
事
故

に
結
び
つ
く
可
能
性
が
高
い
の
で
す
｡

◆
罰
則
の
重
い
飲
酒
運
転

道
路
交
通
法
で
は
､
第
6
5
条
第
-
項
で

｢
何
人
も
､
酒
気
を
帯
び
て
車
両
等
を
運

転
し
て
は
な
ら
な
い
｡
｣
　
と
飲
酒
運
転
を

全
面
的
に
禁
止
し
て
い
ま
す
｡
罰
則
の
適

用
は
､
規
定
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
検
出

さ
れ
た
場
合
の
　
｢
酒
気
帯
び
運
転
｣
､
酪

酎
　
(
め
い
て
い
)
　
状
態
が
認
め
ら
れ
た
場

合
の
　
｢
酒
酔
い
運
転
｣
　
の
大
き
く
2
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
｡

｢
酒
酔
い
運
転
｣
　
は
､
飲
酒
量
や
ア
ル

コ
-
ル
保
有
量
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
､

酒
に
酔
っ
た
状
態
　
(
ア
ル
コ
-
ル
の
影
響

に
よ
り
､
正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
状
態
)
　
で
運
転
す
る
行
為
で
す
｡

｢
酒
気
帯
び
運
転
｣
　
と
は
､
体
内
の
フ
ル

コ
-
ル
の
程
度
が
､
｢
呼
気
｣
　
1
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
o
･
-
5
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
､

ま
た
は
､
｢
血
液
｣
　
1
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に

つ
き
o
･
3
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
あ
る
状
態

で
運
転
す
る
行
為
で
す
｡

｢
酒
酔
い
運
転
｣
　
の
場
合
､
3
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
5
0
万
円
以
下
の
罰
金
の
ほ

か
､
行
政
処
分
と
し
て
違
反
点
数
2
5
点
が

付
加
さ
れ
､
免
許
取
消
と
な
り
ま
す
｡

｢
酒
気
帯
び
運
転
｣
　
の
罰
則
は
､
1
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
o
O
万
円
以
下
の
罰
金
の

ほ
か
､
行
政
処
分
と
し
て
､
体
内
の
ア
ル

コ
ー
ル
の
程
度
が
呼
気
-
リ
ッ
ト
ル
に
つ

き
o
･
2
5
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
､
ま
た
は

血
液
1
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
o
･
5
ミ

リ
グ
ラ
ム
以
上
の
場
合
､
違
反
点
数
-
 
3
点
､

帽
"
]
軸

体
内
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
程
度
が
呼
気
-
リ
ッ

ト
ル
に
つ
き
o
･
1
5
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上

o
･
2
5
ミ
リ
グ
一
フ
ム
未
満
､
ま
た
は
血

液

-

ミ

リ

リ

ッ

ト

ル

に

つ

き

o

･

3

ミ

リ

グ
ラ
ム
以
上
o
･
5
ミ
リ
グ
ラ
ム
未
満
の

場
合
違
反
点
数
6
点
と
な
り
､
と
も
に
免

許
停
止
に
な
り
ま
す
｡
(
た
だ
し
､
こ
れ

ら
の
処
分
は
､
過
去
の
交
通
事
故
や
交
通

違
反
の
前
歴
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
｡
)

ま
た
､
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
影
響
に
よ
り

正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
四
輪
以
上

の
自
動
車
の
走
行
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ

た
場
合
に
は
､
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
｡

◆
家
族
､
知
人
な
ど
周
り
の
人
も
十
分
な

注
意
を

道
路
交
通
法
第
6
5
条
第
2
項
で
は
､
す

べ
て
の
人
を
対
象
に
　
｢
酒
気
帯
び
運
転
を

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
て
､
酒
類

提
供
等
の
行
為
を
す
る
こ
と
｣
　
を
禁
止
し

て
い
ま
す
｡
ま
た
､
自
分
が
飲
酒
運
転
を

し
な
く
て
も
､
運
転
手
に
飲
酒
運
転
を
さ

音曲

占

　

　

　

　

占

5

　

　

　

　

　

　

5

A

.

　

　

　

　

　

2

占

　

点

3

　

　

6

せ
た
り
､
飲
酒
運
転
を
行
う
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
人
に
車
両
を
貸
し
た
り
､
酒
を
す

す
め
た
場
合
は
､
処
罰
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
｡

飲
酒
運
転
は
､
死
亡
事
故
な
ど
の
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
な
運
転
行
為
で
す
｡

人
の
命
を
奪
い
､
運
転
し
た
人
自
身
の
将

来
も
奪
い
ま
す
｡
｢
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
を

運
転
し
な
い
｣
　
｢
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運

転
さ
せ
な
い
｣
　
｢
運
転
す
る
人
に
は
酒
を

出
さ
な
い
､
す
す
め
な
い
｣
　
の
3
つ
を
厳

守
し
ま
し
ょ
う
｡



お知らせします｡

『町の予算執行状況』
河内町財政事情書の作成及び公表に関する条例に基づき,平成17年度9月末現在の歳入歳出予算

にかかる執行状況を公表します｡

【歳入】
町　　　税

(657%)

地方譲与税
(370%)

地方交付税
(750%)

国庫支出金
(133%)

県支出金
(162%)

繰　入　金
(oo%)　　　0

繰　越　金
(｢○○0%)

諸　収　入
(162%)

町　　　債

(oo%)　　　0

そ　の　他
(542%)

1億6,000万円

5,91 7万円

5億7,229万円

8.837万円

1, 1了9万円

1億1,975万円

1,943万円

3億6,776万円

3億3,922万円

3億3,922万円

2億961万円

3,403万円

2借上4〇〇万円

2億7,080万円

1億4,684万円

収入満額　　　　予算額

8億7,047万円

14億3,了06万円

10億7,825万円

樹7年,焦#盤茅|

日
豊
か
に
美
し
く
住
む
ま
ち
河
内
』

実
現
の
た
め
に
-

平
成
1
 
7
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の
上
半
期

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡
(
平
成

_
 
7
年
9
月
末
現
在
)

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
額
の
9
月

末
現
計
額
は
､
4
0
億
7
･
7
0
4
万
円
で

当
初
予
算
額
　
(
3
7
億
9
･
1
4
3
万
円
)

に
比
べ
7
･
5
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

【歳入】
歳
入
状
況
は
､
町
税
　
(
町
民
税
､
固
定

資
産
税
､
軽
自
動
車
税
､
た
ば
こ
税
)
　
5

億
1
-
2
2
9
万
円
､
地
方
交
付
税
_
 
o
億

7

.

8

2

5

万

円

､

繰

越

金

3

億

3

,

9

2
2
万
円
な
ど
2
2
億
6
･
1
0
2
万
円
で
､

予
算
額
の
5
5
･
5
%
が
収
入
済
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
｡

【歳出】
歳
出
状
況
は
､
総
務
費
の
2
億
9
･
8

-

8

万

円

､

民

生

費

の

4

億

2

･

0

8

0

万
円
､
衛
生
費
の
2
億
ユ
タ
6
0
5
万
円

な
ど
_
 
7
億
5
･
4
0
6
万
円
で
､
予
算
額

の
4
3
･
0
%
が
支
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
｡

各
特
別
会
計
の
執
行
状
況
は
表
の
と
お

り
で
す
｡



【歳出】　　　　二二支出済額　　予算額

総　務　費　　　　　　　　　　7億8･011万円

2億9,818万円

民　生　費　　　　　　　　　　　　8億4･841万円

(49 6%) 4億2,080万円

衛　生　費　　　　　　　　　　　　6億3･652万円

(339%)　二二一　　音2億1,605万円

農林水産業費　　　　　　2億9･474万円
(245%)　　_臆　｣　7, 232万円

土　木　費　　　　　　　　　4億2▼071万円

(555%)　　　　　　　　　　2億3,364万円

消　防　費　　　　1億9,658万円
(601%)　　　　　　1億1,824万円

教　育　費
(43 3%)

そ　の　他
(44 5%)

4億9,552万円

2億1,473万円

4億445万円

1億8,01〇万円

こ用語の説睨(歳出)こ　　　　　　　　　こ用語の説明(歳入)こ

総　務　費･･･職員の給与､庁舎等維持管理､財産の

管理へ　税の賦課徴収､戸翁･選挙･統

計等の経貴｡

民　生　費用社会福祉､老人福祉へ　児童福祉へ　保育

所運営等にかかる経費｡

衛　生　費･･･保健衛生へ　ごみ･し尿処理等の経費

農林水産業費甲農林水産業の撮輿等の経貴｡

土　木　費用町道等の新設改良･維持管理､公営住

宅の建設や維持管理等の経費｡

消　防　費用消防活動の経費｡

教　育　費川小中学校･幼稚園等の経費｡

会　計　名

g
広一耕かわぢ
平成17争I2月(¥初イl)

町　　　税用町民税や固定資産税､軽自動車税等｡

地方譲与税出国税として徴収し､そのまま地方自治

体に対して譲与される税｡地方道路譲

与税､自動車重畳譲与税などがありま

す｡

地方交付税-･地方の財源格差をなくすためi三〇定の

基準により国から胞方へ交付されるお

金｡

繰　入　金･･･他の会計間でのお金の移動を表す用語｡

繰　越　金･･･-会計年度から､次の会計年度へ持ち

越した金額｡

町　　　債･･･町の財源の調達や事業等のために､国

などから借り入れるお金｡

間[二重コ｢謡亨｢
国民健康保険12俵　763万円　4億5,621万円

(378%)

老　人　保　健11億2,040万円　4億3･991万円
(393%)

下水道事業　　5億5,097万円　2億5･281万円
(459%)

介　護　保　険　　5億6,064万円　3億　656万円
(547%)

介護サ-ビス事業　　4, 5 2 5万円　　3(,8892磐万円

5億2,163万円

(432%)

4億7,308万円

(422%)

1億5,188万円

(276%)

2億2,275万円

(397%)

2,1 37万円

(472%)
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『
行
政
改
革
大
綱
』

策
定
に
あ
た
っ
て

当
町
に
お
い
て
は
､
従
前
よ
り
行
政
改

革
に
は
積
極
的
に
取
り
組
み
､
人
件
費
の

抑
制
等
財
政
対
策
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
､

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
の
伸
び
悩

み
な
ど
に
よ
り
､
地
方
財
政
は
厳
し
い
状

況
で
あ
り
､
今
後
と
も
こ
の
傾
向
は
続
く

も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
中
で
､
経
費
削
減
は
も
と

よ
り
､
思
い
切
っ
た
政
策
判
断
に
よ
り
重

点
事
業
へ
の
予
算
配
分
を
確
保
で
き
る
よ

う
な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
､
地

方
分
権
が
実
施
の
段
階
を
迎
え
､
よ
り
一

層
積
極
的
な
行
政
改
革
の
推
進
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
今
後
の
行
政
運
営
に
あ
た
っ

て
､
新
た
な
視
点
か
ら
行
政
運
営
全
般
に

わ
た
る
再
構
築
を
図
る
た
め
　
｢
河
内
町
行

政
改
革
推
進
委
員
会
｣
　
の
皆
様
の
積
極
的

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
｢
行
政
改
革
大
綱
｣

を
策
定
し
ま
し
た
｡

今
後
､
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
､
町
議
会

や
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
､
全
庁
を
あ
げ
て
行
政
改

革
の
計
画
的
な
推
進
を
図
り
､
｢
明
る
い
･

元
気
の
出
る
･
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
政
｣

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
｡

主
な
推
進
事
項

●
民
間
委
託
等
の
推
進

民
間
委
託
に
よ
る
運
営
が
よ
り
効
率
的

な
部
門
に
つ
い
て
は
､
住
民
サ
-
ビ
ス
の

向
上
に
留
意
し
な
か
ら
民
間
委
託
を
推
進

す
る
｡

〔
学
校
給
食
業
務
委
託
の
検
討
〕

●
行
政
機
構
の
再
編
成

新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
化
し
た
行
政

需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
､
組
織
･

機
構
の
見
直
し
を
行
い
､
各
課
及
び
出
先

機
関
等
の
統
廃
合
に
よ
り
合
理
化
を
推
進

す
る
｡

〔
｢
 
6
課
か
ら
8
課
程
度
に
再
編
成
を
検
討
〕

●
定
員
の
適
正
化

事
務
･
事
業
の
見
直
し
や
事
務
改
善
､

組
織
機
構
の
見
直
し
､
さ
ら
に
は
業
務
の

民
間
委
託
な
ど
に
取
り
組
み
､
全
庁
的
に

職
員
数
の
抑
制
を
基
調
と
し
た
定
員
適
正

化
を
推
進
す
る
｡

〔
平
成
2
2
年
度
ま
で
に
1
 
5
人
の
削
減
を
目
標
〕

●
学
校
､
保
育
所
､
幼
稚
園
の
統
廃
合

中
学
校
､
小
学
校
､
保
育
所
､
幼
稚
園

の
統
廃
合
に
つ
い
て
､
早
急
に
検
討
を
進

め
､
教
育
施
設
･
設
備
の
充
実
と
学
習
･

運
動
両
面
で
の
競
争
意
欲
の
向
上
を
図
り
､

良
好
な
教
育
環
境
を
整
え
る
｡

〔
平
成
2
1
年
度
を
目
標
に
検
討
〕



行政改革大綱の推進事項

｢　　ll

g

1.住民の立場に(1)窓口等における行政サ-ビスの

立った行政　　向上

運営の確立
(2)事務手続き等の合理化による

町民負担の軽減

(3)情報公開の推進と広聴制度の
充実

〈4)住民票等の休日交付制度の周知
徹底

2.事務･事業(1厚務･事業の広域的連携と調整

の　見直　し　　の強化

〈2)民間委託等の推進

〈3)公営企業及び特別会計事業の
運営効率化

(4僕務委託等の見直し

3.時代に即応　小行政桟橋の再編成
した組織･ (2)附属機関等の整理合理化

機構の見直し

(3)女性委員の積極的登用

4.定員管理及び　白〉定員の適正化

給与の適正化
の　推　進(2〉給与･手当の適正化

5効果的な行政(1〉行政運営の効率化と透明性の
運営と職員の　　向上

能　力　開　発

の　推　進

(2)職員の能力開発の推進

6電子自治体　〈1)行政内都の電子化

の　実　現

〈2)官民接点のオンライン化

〈3)行政情報のインタ-ネット公開
及び利用促進

了.学校へ保育所へ　小中学校の統合

幼　稚　園　の

統　廃　合(2〉小学校の統合

(3〉保育所,幼稚園の統廃合

8.財政運営の(l〉財政状況の公表

健　全　化(2)財政健全化計画の推進

(3)補助金の整理合理化

〈4)職員の意識改革

〈5)使用料･手数料の適正化

(6)課税客体の適正な把握と徴収率
の向上

広一敬かわぢ
職17仰12ノ1 (1o｣｣l)

町民の観点に立った行政サ-

麿龍畿諾.蛇の#,I
各種手続きの簡素化,効率化を図り､事務処理
の迅速化にも努める｡

｢行政情報の穫撞両石醐二
｣坦皇室の_充茎を図6｡

!電話予約による住民票交付について､ P Rを強

二進土這母の椎進_lこ3I�ｷE��り��5�����ｮﾈ耳�����ﾈ滋

広域行政における事務･事業の連携･調整に努
める｡

掌壁給食業務の見直し　臆喜　一　　｣___

㊦琵墓室董醸訂べ_垂謀臣歪丙睡亘二二

平成1了へ21年度

平成1了へ21年度

平成1了へ21年度

平成1了へ21年度

平成17へ21年度

平成1了へ18年度

随　　時

@必達要三重ス主裏��+ﾉ)ｧ鉗��ﾙ?����[ﾙ�ﾃ�吋�7�
⑩麺愛覆車三二二二二二
聞耳直音|:_ - _ ==二二｣
③OA機器､電算システムの使用料･賃借料の
jill_卑_ ○○_｢臆臆_ _

-16謀り蔓二重軽度百事電寅を桟訂する=二二-
公民館分館の再編(7分館を4分館に再編を検
臆宣する⊥__臆　_____

各審議会等に積極的な女性委員の参画を推進す
る.臆臆臆臆臆

定員適正化計画に基づき.適正な定員管理を推
進す_a.臆臆【臆臆　_｢臆臆臆臆

①非E勤重刷些e #薗唾二二二二二二
②蟻酸手当@旦直し
③藁貴書j( _El_当) ]垣舌頭二二二二二二二二二二二

①輩睦二二二二二二二二一
②亘塑三園卓茎の評価シ_Zテ云の検討

③情報_公開条例及び個人帖i報保護条例の適舌な__
運用

④蛋政亜塾壁迭頭重蛮薩進~ ~ ~~~~　~ ~

臆①蛾貴所榎を重宝二~ ~

②人妻変更彊造二二　一~二~~~~~

平成17へ21年度

平成1了年度(済)

随　　時

平成17へ1 8年度

平成19年度

平成1了へ21年度

随　　時

随　　時

平成1了年度

平成1了年度

平成1了へ21年度

平成21年度

随　　時

平成1了へ21年度

平成1了へ21年度

平成17へ21年度
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み
ん
な
の
声
を
町
政
に
害

地
域
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
や
要
望

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

､
町
道
･
農
道
の
改
良
に
つ
い
て

平
道
路
ご
み
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

ギ
小
学
校
.
保
育
所
通
学
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
　
(
標
識
.
ス
ク
-
ル
ゾ
ー
ン
等
)

㌫
犬
の
ふ
ん
尿
､
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

ト
ラ
ッ
ク
等
の
夜
間
の
違
法
駐
車
に
つ
い
て

ゲ
-
ト
ボ
-
ル
専
用
コ
ー
ト
の
整
備
に
つ
い
て

子
常
総
大
橋
の
防
犯
灯
の
点
灯
に
つ
い
て

-
民
間
路
線
バ
ス
の
廃
止
に
と
も
な
う
代
替
措
置
に
つ
い
て

窪
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

I
,
学
校
給
食
の
民
営
化
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て

.
r
新
利
根
川
の
水
質
改
善
に
つ
い
て

地
域
再
生
計
画
認
定
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

取
手
束
線
の
バ
イ
パ
ス
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

い
第
二
栄
橋
の
開
通
に
よ
る
町
へ
の
効
果
に
つ
い
て

成
田
空
港
航
空
機
騒
音
問
題
に
つ
い
て

カ
-
ブ
ミ
ラ
-
の
定
期
的
な
点
検
に
つ
い
て

農
道
に
除
草
剤
を
ま
く
と
路
肩
が
く
ず
れ
る
の
で
対
策
し
て
ほ
し
い

学
校
統
合
の
具
体
的
内
容
及
び
効
果

行
政
と
し
て
の
大
規
模
な
地
震
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

し
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
対
策
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

休
日
の
住
民
票
等
の
発
行
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

直
売
所
の
イ
メ
-
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

下
水
道
の
管
路
補
修
に
つ
い
て

増
税
等
､
今
後
の
税
金
の
改
正
内
容
に
つ
い
て



轍還
す犬の登録制度

生後3ヶ月以上の犬は､ -生に〇度の登録と毎年一回

の狂犬病予防注射が必要です｡ (登録は生涯有効です｡)

へ届け出が必要な場合へ

･犬を飼ったとき｡

･犬が死亡したとき｡

･犬の所在地が変わったとき｡

･飼主が変わったとき｡

･飼主の住所が変わったとき｡

曾うんちの片付Iナは飼主が責任をもって!

自宅の専用トイレなど　決まった場所でさせましょう｡

散歩中は必ずヒ二〇ル袋などを用意し､ふんを持ち帰

りましょう｡

曾放し飼いはやめましよう!

放し飼いは,人を傷つけてしまったり,いたずらをし

たり､また､犬にとっても危険がいっぱいです｡

散歩のときは引き綱をつけて,犬の動きを抑えられる

人が行いましょう｡

〔叫
猫は､つないでおくことの義務や登録制度がありません｡

それだけに,好きなところに行ってしまい飼い主の知ら

ないところで他人に迷惑をかけている場合があります｡ほっ

たらかしにせず､責任をもって飼いましょう｡

漢音

簾葉書年金に抽入しましまうI
◆怠業者年金のメiI -I/ト◆

少子高齢化時代に強い年金です｡

農業に従事する人は広く加入できます｡

保険料の額は自由に決められます｡

80歳までの保証が付いた終身年金です｡

認定農業者など担い手には､保険料の国庫

助成があります｡

6.税制面でも特例が用意されています｡

宏敬かま)ち
I/{-/#I7年I2ノブ(¥o lil)

◆農業者年金相談日◆

日時　平成18年l月24日(火)

午後1時30分へ4時00分まで

場所　河内町役場　小会議室(2階)

相談委員　茨城県農業会議　小泉勝治氏

問合せ先　稲敷農協金江津支店　曾86-2121

稲敷農協河内支店　曾84-2004

河内町農業委員会　曾84-2111

う
ん
ち
6
目
付
け
･
放
し
飼
い
.
.
.

騰
壇
匪
底
富
音
量
ら
包
仏
拗

ね
窃
助
奏
蔦
｡

僕
達
は
､
自
分
で
う
ん
ち
の
片
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
｡

放
し
飼
い
が
タ
メ
っ
て
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
｡

と
き
と
き
､
吠
え
て
し
ま
い
ま
す
｡

僕
達
に
は
､
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
｡



町民の快適な健康づくりの推進を目指して



輩≡繋諾謂離/ �鶇戊ﾗ9?ｨﾈ騅ｩ?ｨ*�.y7况ｩ?｢�?ｨ�ﾝY?ｨ/��*ﾒ奉ﾂ#r�
笠詰経謹選諜)掴ま回覧及びホ-ムへ-/等て戦5> ��駭(ﾘx+��h�隶�hﾞ��ﾘ攣�ﾃィﾓ#����>��ﾃ#����

平捌音音8畢襲滴m内田競争入馳参触質艦聾室串議書の受信I昌?#lL¥竜 
､◇受付期間平成18年2月l日(水)-平成18年2月14日(火)※土,日､祝日は除く 

◇受付時間午後1時一午後4時まで 
¥〉受付方法持参のみ※郵送での受付はいたしません 

㊧有効期間平成18年度(l年間) 

◇提出先河内町役場企画財政課管財係曾84-2111(内線212) 

※申請書の様式は.r競争契約参加資格審査手続の簡素合理化に関する申合せ(平成6年1月12日)｣に 

基づく統-様式とします｡国土交通省統一様式でも受け付けます｡ 
各書類は.別表の番号順にA4版のファイル(色指定あり)に綴じ込み､表紙及び背表紙に商号又は 

名称を記入すること｡ 
*建設工事用出青色系測量･コンサル･出･･黄色系物品･役務出川赤色系 

生

壁更

青　山　山　都　庄　久　石

木　口　田　　　司　松　山

か　マ　玉　登　浩　候

げ　サ　　　千

保　郎　工　翠　子　洋　江

広▲秘かわち
平成17年若ソI Ou弓｣l)

園田

俳

　

句

　

か

わ

も

桝

田

芸

ベ
レ
ー
帽
有
り
し
日
の
ま
ま
晩
秋
を
逝
く

橋

　

爪

　

か

　

ん

風
や
て
っ
ぺ
ん
ん
の
駅
大
湊

大
　
野
　
志
げ
子

み
ち
の
-
に
女
駅
長
散
る
紅
葉

川

　

口

　

ふ

　

く

秋
の
空
の
夕
日
の
み
込
む
日
本
海

苔

　

泉

　

栄

　

治

時
雨
る
る
や
表
札
の
文
字
筆
太
に田

　

沼

　

和

　

子

一
刷
毛
の
薄
さ
時
雨
や
鶴
ヶ
城

遠

　

藤

　

正

　

雄

行
く
秋
に
手
を
ひ
ろ
げ
た
る
八
手
か
な

津
　
根
　
と
し
お

紅
葉
散
る
八
十
路
の
坂
の
す
べ
り
止
め

飯

　

島

　

ヨ

シ

ノ

白
萩
の
喪
服
の
袖
に
こ
ぼ
れ
け
り

杉

　

原

　

利

　

代

凪
の
電
線
と
ら
え
し
ひ
び
き
か
な大

　

塚

一

重

凧
と
共
に
有
り
し
か
海
の
音

吉

　

田

　

四

　

郎

誰
か
し
ら
ふ
り
む
く
肩
に
紅
葉
散
る

鴻

　

野

　

た

　

け

古
希
の
文
字
浮
か
ぶ
寄
せ
書
き
星
月
夜

兼

　

丸

　

ミ

ド

リ

波
白
き
松
の
羽
衣
烏
渡
る

寺

　

田

　

節

　

子

大
物
に
何
時
か
な
る
日
の
七
五
三田

　

中

　

康

　

夫

饉

　

歌

　

が

わ

も

聴

歌

会

水
族
館
サ
メ
も
マ
ン
タ
も
ゆ
う
ゆ
う
と
命
守
ら
れ
海
は
遠
く
に

八
十
五
才
余
命
惜
し
と
は
念
は
ね
ど
医
師
は
さ
ら
り
と
お
齢
で
と
一
t
(
う

秋
空
に
綿
雲
浮
か
ぶ
昼
下
が
り
言
い
た
い
事
は
い
っ
き
に
言
は
む

大
高
-
屋
敷
に
明
る
し
天
骨
桃
被
爆
忌
語
り
退
居
に
咲
き
満
つ

独
り
居
の
母
の
心
を
涌
き
む
と
や
さ
し
き
友
は
日
々
通
ひ
を
り

日
本
人
よ
り
日
本
の
.
心
を
深
く
愛
す
小
泉
八
雲
の
.
心
根
を
知
る

秋
深
く
タ
暮
れ
だ
け
が
早
く
来
て
残
生
の
日
日
を
次
つ
ぎ
と
消
す



出~音に,′十

ごみを捨てないで!
町をきれいiこ美しく
-新制鴨川清掃活動-

(河内グノーンボランティアクラブ)

L臆二重三〇二

_　賀｢∴｢音

/i,妙かわら
I/'/覚17f7 /2/I (lolll)

謝辞を述べる　藤本勘次さん

‖
月
-
 
9
日
･
2
6
日
の
両
日
､
河
内
ク
リ
ー

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
に
よ
る
新
利
根

川
清
掃
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
水
と
み
ど
り
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
河

内
町
を
き
れ
い
に
美
し
く
し
､
後
世
に
引

き
継
い
で
い
こ
う
｡
｣
　
と
住
民
の
自
主
的

な
参
加
の
も
と
発
足
し
た
　
『
河
内
ク
リ
-

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
､
今
年
度
の
活
動
と

し
て
は
､
新
利
根
川
の
浄
玄
橋
か
ら
堂
前

橋
　
(
昨
年
は
万
年
橋
か
ら
浄
玄
橋
ま
で
を

実
施
)
　
の
区
間
､
約
4
k
孤
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
｡
清
掃
に
あ
た
っ
て
は
､
河
岸
の

ご
み
拾
い
班
と
､
岸
か
ら
で
は
回
収
で
き

な
い
範
囲
を
船
の
現
に
よ
り
回
収
し
ま
し

た
｡
翌
週
の
2
6
日
に
は
､
伏
見
屋
排
水
路

の
掘
割
-
十
角
排
水
路
と
の
合
流
ま
で
､

約
5
k
皿
に
わ
た
っ
て
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
､

こ
の
清
掃
活
動
に
よ
り
､
-
･
5
ト
ン
を

超
え
る
ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
｡

集
め
て
も
集
め
て
も
出
て
く
る
ご
み
の

多
き
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
ピ
ッ

ク
リ
｡
｢
ご
み
を
捨
て
た
り
燃
や
し
た
り

し
な
い
で
ほ
し
い
｡
｣
　
と
話
し
て
い
ま
し

た
が
､
河
内
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
向

け
て
､
こ
れ
か
ら
も
､
き
れ
い
な
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
継
続
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
｡

き
れ
い
な
旅
を
取
り
戻
世
-
.
詩
誌
用
水
詰
責
施
-

日
月
5
日
､
河
内
町
家
庭
排
水
浄
化
推

進
協
議
会
の
協
力
に
よ
り
､
新
利
根
川
の

複
数
の
採
水
点
で
水
質
調
査
を
行
い
ま
し

た
｡
こ
の
調
査
は
､
霞
ケ
浦
流
域
の
市
町

村
で
一
斉
に
行
わ
れ
､
採
水
に
あ
た
っ
て

は
､
天
候
､
気
温
､
水
温
､
水
の
匂
い
､

透
視
度
な
ど
細
か
な
状
況
の
他
､
簡
易
水

質
検
査
法
に
よ
る
水
質
汚
濁
の
状
況
を
調

べ
る
指
標
で
あ
る
C
O
D
､
p
h
等
の
数

値
を
測
定
し
ま
し
た
｡
参
加
者
は
､
こ
の

新
利
根
川
の
水
が
霞
ケ
浦
を
経
て
生
活
に

欠
か
せ
な
い
飲
用
水
に
な
る
こ
と
を
考
え

る
と
､
改
め
て
水
質
浄
化
の
必
要
性
に
つ

い
て
真
剣
に
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
｡

興
隆
擾
乱
症
的
街
-
磐
柴
-

今
年
､
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

を
祝
う
金
婚
式
典
が
‖
月
1
 
5
日
､
町
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
り
成
田
市
内
の
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
､
3
4
組
の
夫
妻
が
め
で
た

く
結
婚
5
0
年
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
式
典
の
前
に
お
二
人
の
記
念

写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
､
式
典
後
の
祝
宴

で
は
､
野
商
社
会
福
祉
協
議
会
長
は
じ
め
､

来
賓
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
受
け
､
改
め

て
､
5
0
年
と
い
う
長
さ
に
渡
り
家
族
の
た

め
､
地
域
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
､

二
人
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
歳
月
を
､
感
慨

深
げ
に
振
り
返
ら
れ
て
い
ま
し
た
｡



やってきた!

(楽しいオペラ教室開催)
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平成17牢12H (la｣ll)■

‖
月
9
日
､
河
内
町
の
小
中
学
生
を
対

象
に
　
｢
楽
し
い
オ
ペ
ラ
教
室
｣
　
(
主
催
こ

財
･
い
ば
ら
き
文
化
振
興
財
団
､
河
内
町

教
育
委
員
会
等
)
　
が
河
内
中
学
校
体
育
館

で
開
か
れ
､
プ
ロ
の
声
楽
家
に
よ
る
オ
ペ

ラ
を
堪
能
し
ま
し
た
｡

こ
の
教
室
は
､
県
内
の
小
中
学
生
に
本

物
の
舞
台
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

よ
う
と
-
9
7
8
年
か
ら
開
催
さ
れ
､
当

日
は
プ
ロ
と
し
て
活
動
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手

8
人
が
出
演
し
､
小
学
生
･
中
学
生
の
部

の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
｡

小
学
生
の
部
で
は
児
童
達
に
な
じ
み
の

あ
る
デ
ィ
ズ
ニ
-
曲
集
の
コ
-
ラ
ス
｡
ま

た
､
ソ
プ
ラ
ノ
や
テ
ノ
ー
ル
､
パ
ス
な
ど

パ
-
ト
ご
と
の
声
の
違
い
を
実
際
に
歌
を

歌
っ
て
紹
介
｡
続
い
て
､
人
間
と
友
達
に

な
り
た
い
赤
鬼
と
そ
れ
を
助
け
る
青
鬼
の

友
情
を
描
い
た
童
話
　
｢
泣
い
た
赤
お
に
｣

の
舞
台
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
｡

中
学
生
の
部
で
は
､
自
由
な
女
カ
ル
メ

ン
に
心
奪
わ
れ
た
実
直
な
男
ド
ン
･
ホ
セ

が
他
の
男
に
心
移
し
た
カ
ル
メ
ン
に
嫉
妬

し
彼
女
を
刺
し
殺
す
､
と
い
う
悲
劇
の
舞

台
　
｢
カ
ル
メ
ン
　
(
ハ
イ
ラ
イ
ト
)
｣
　
が
演

じ
ら
れ
ま
し
た
｡
劇
中
で
は
､
生
徒
に
よ

る
合
唱
団
が
舞
台
に
出
演
し
､
カ
ル
メ
ン

を
合
唱
す
る
場
面
も
あ
り
､
オ
ペ
ラ
を
身

近
に
体
験
で
き
た
す
ぼ
ら
し
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
｡

三
胆
代
の
つ
と
い
圭
と
喜
e
つ
り
-
-

‖
月
2
6
日
､
三
世
代
の
ふ
れ
あ
い
交
流

を
目
的
に
､
河
内
町
子
ど
も
会
育
成
会
連

合
会
主
催
に
よ
る
『
河
内
子
ど
も
ま
つ
り
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
会
場
と
な
っ
た
農

業
者
ト
レ
-
二
ン
グ
セ
ン
タ
-
に
は
､
お

じ
い
ち
ゃ
ん
･
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
先
生
に

迎
え
､
昔
な
つ
か
し
い
竹
細
工
　
(
竹
と
ん

ぼ
)
､
べ
い
ご
ま
､
あ
や
と
り
､
お
手
玉

な
ど
を
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
つ
く

り
あ
げ
､
実
際
に
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体

験
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
昼
食
に
用
意
さ
れ

た
大
鍋
ト
ン
汁
も
大
盛
況
､
あ
っ
と
い
う

間
に
空
に
な
る
な
ど
参
加
者
は
大
い
に
楽

し
ん
だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
｡

河
内
の
歴
輿
と
菜
化
の
発
晃
-
歴
患
洞
窟
催
-

_
2
月
3
日
､
『
天
狗
争
乱
と
幕
末
の
河

内
』
　
と
題
し
､
河
内
町
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
で
あ
る
鈴
木
久
先
生
　
(
龍
ヶ
崎
市

在
住
)
　
を
講
師
に
迎
え
歴
史
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
｡
講
演
で
は
､
金
江
津
の

福
田
さ
ん
宅
に
保
存
さ
れ
て
い
る
貰
重
な

資
料
を
鈴
木
先
生
が
調
査
さ
れ
た
こ
と
を

も
と
に
､
幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
の

移
り
変
わ
る
日
本
の
情
勢
の
中
で
､
尊
王

撰
夷
の
も
と
筑
波
山
で
挙
兵
し
､
悲
劇
的

結
末
に
至
っ
た
天
狗
党
の
乱
と
河
内
地
方

に
起
こ
っ
た
出
来
事
や
様
子
な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
｡



◇固定資産税　3期◇

◇国民健康保険税5期◇

◇介護保険料　5期◇

徴収日は12月26日です

雷電◎ぎ蕾㈲
(敬弥鴫)

河内町さつき会
20.000円

青少年育成河内町民会議
10,000円

河内町農業委員会
15,500円

河内町たばこ販売組合
14,500円

河内町生活改善グル-プ

5,000円

河内町商工会青年部
30,600円

一社会福祉協議会へ

皆様からお預かりした寄附金
等は,趣旨に添って大切に使
わせていただきます｡

ありがとうございました｡

広●薪かわぢ
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H
醒
l
;
-
I

生
活

自
動
車
税
の
納
税
は
簡
単

便
利
な
口
座
振
替
で
I
･

自
動
車
税
の
口
座
振
替
納
税
は
､

電
気
･
ガ
ス
･
水
道
料
金
等
の
公

共
料
金
と
同
じ
よ
う
に
､
納
税
さ

れ
る
方
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た

金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
､
振

替
日
(
自
動
車
税
の
納
期
限
の
日
)

に
自
動
的
に
納
税
さ
れ
る
制
度
で

す
｡
口
座
振
替
の
申
し
込
み
手
続

き
は
､
県
税
事
務
所
ま
た
は
金
融

機
関
に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に

記
載
押
印
し
て
､
県
内
の
銀
行
､

信
用
金
庫
､
信
用
組
合
､
労
働
金

庫
､
農
協
等
の
金
融
機
関
に
提
出

す
る
だ
け
で
す
｡
(
郵
便
局
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
｡
)

2
月
末
ま
で
に
申
し
込
む
と
､

翌
年
度
の
自
動
車
税
か
ら
口
座
振

替
と
な
り
ま
す
｡

詳
し
く
は
最
寄
り
の
県
税
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
｡

◆
問
合
せ
先

稲
敷
県
税
事
務
所

Ⅲ

o

2

9

-

8

9

2

-

6

-

-

5

Ⅲ

o

2

9

-

8

9

2

-

3

2

4

0

『
教
育
ロ
ー
ン
』
と
『
利
子

補
給
制
度
』
の
あ
知
ら
せ

【
ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン
】

◆
融
資
額
　
最
高
3
0
0
万
円

(
労
金
の
会
員
の
方
は
5
0
0
万

円
ま
で
)
一
括
融
資
ま
た
は
分
割

融
資

⇔
返
済
期
間
　
1
 
5
年
以
内
､
在
学

中
の
元
金
返
済
据
置
も
出
来
ま
す
｡

㊥
金
　
利
　
平
成
1
 
7
年
‖
月
1
日

現
在
1
･
9
0
%
　
(
固
定
金
利
･

特
別
金
利
･
返
済
期
間
_
 
5
年
以
内
)

保
証
料
は
個
人
負
担

㊧
保
　
証
　
茨
城
県
労
働
者
信
用

基
金
協
会
の
保
証

【
育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度
】

育
英
基
金
と
は
､
勤
労
者
の
教

育
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
､
茨

城
県
･
市
町
村
･
労
働
金
庫
が
出

資
を
し
て
つ
く
ら
れ
た
公
益
法
人

で
す
｡在

学
中
　
(
最
長
4
年
以
内
)
　
は

お
子
様
一
人
あ
た
り
-
0
0
万
円

(
一
世
帯
3
0
0
万
円
)
　
ま
で
の

融
資
に
対
し
､
年
-
%
の
利
子
補

給
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
｡

◆
問
合
せ
先

㈱
茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金

Ⅲ

o

2

9

･

2

3

-

･

0

2

3

5

労
働
金
庫
美
浦
支
店
　
融
資
係

Ⅲ

o

2

9

･

8

8

5

-

3

4

3

5

た
つ
の
こ
会
を

ご
存
知
で
す
が

た
つ
の
こ
会
は
精
神
障
害
者
の

家
族
同
士
が
幸
せ
の
た
め
に
活
動

し
て
い
る
家
族
会
で
す
｡

家
族
会
は
､
他
人
に
分
か
っ
て

も
ら
い
に
く
い
悩
み
や
体
験
を
安

心
し
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
場
所

で
す
｡
そ
し
て
､
精
神
医
療
や
福

祉
制
度
つ
い
て
の
情
報
や
家
族
の

知
恵
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
ま

す
｡

た
つ
の
こ
会
は
こ
ん
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す
｡

･
毎
月
定
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

･
親
睦
会
､
学
習
会
､
施
設
見
学

な
ど
も
あ
り
ま
す
｡

･
精
神
障
害
に
対
す
る
理
解
と
支

援
を
求
め
て
､
行
政
や
地
域
に
働

き
か
け
て
い
ま
す
｡

◆
問
合
せ
先

た
つ
の
こ
会
竜
ヶ
崎
支
部

皿
6
4
-
-
3
3
5

年
末
年
始
の
パ
ス
ポ
ー
ト

取
扱
い
窓
口
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
パ
ス
ポ
-
ト
窓
口

の
取
扱
い
日
は
､
次
の
と
お
り
で

す
｡

◎
県
南
パ
ス
ボ
-
ト
セ
ン
タ
-

(
土
浦
市
大
和
町
　
｢
ウ
ラ
ラ
3
｣

4
階
)

通
常
受
付
　
月
曜
日
-
金
曜
日

(
祝
日
は
除
く
)

午
前
9
蒔
く
午
後
4
時
4
5
分

年
末
年
始
　
1
 
2
月
2
9
日
　
(
木
)
　
か

ら
1
月
3
日
　
(
火
)
　
ま
で
は
年
末

年
始
の
休
み
と
な
り
ま
す
｡

※
年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交
付
で

き
る
の
は
_
 
2
月
_
 
6
日
　
(
金
)
　
ま
で

に
申
請
さ
れ
た
方
と
な
り
ま
す
｡

(
紛
失
･
盗
難
等
に
よ
る
再
発
給

を
除
く
｡
)

◎
県
南
パ
ス
ボ
-
ト
セ
ン
タ
ー
取

手
出
張
所
　
(
取
手
市
役
所
内
)
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通
常
受
付
　
火
曜
日
及
び
金
曜
日

(
祝
日
は
除
く
)

午
前
_
 
o
時
-
午
後
3
時

年
末
年
始
　
1
 
2
月
2
看
日
　
(
水
)
　
か

ら
1
月
9
日
　
(
月
)
　
ま
で
は
年
末

年
始
の
休
み
と
な
り
ま
す
｡

※
年
内
に
パ
ス
ポ
-
ト
を
交
付
で

き
る
の
は
1
 
2
月
6
日
　
(
火
)
　
ま
で

に
申
請
さ
れ
た
方
と
な
り
ま
す
｡

(
紛
失
･
盗
難
等
に
よ
る
再
発
行

を
除
く
｡
)

◆
問
合
せ
先

県
南
パ
ス
ポ
-
ト
セ
ン
タ
ー

皿

o

2

9

-

8

2

5

-

4

5

5

5

航
空
科
学
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

｢
航
空
科
博
物
館
か
ら
一
番
機
と

初
日
の
出
を
見
よ
う
｣

◆
内
　
容
　
平
成
_
 
8
年
元
旦
の
朝

5
時
に
開
館
し
ま
す
｡

新
年
の
幕
明
け
と
し
て
､
成
田

空
港
の
　
｢
一
番
機
｣
　
と
　
｢
初
日
の

出
｣
　
を
5
階
展
望
室
な
ど
か
ら
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
｡

◆
日
　
時
　
平
成
_
 
8
年
1
月
1
日

｢
エ
ン
ジ
ン
運
転
体
験
｣

◆
内
　
容
　
エ
ン
ジ
ン
を
運
転
し

て
い
る
飛
行
機
に
初
搭
乗
し
､
音
､

振
動
､
匂
い
を
体
験
し
て
く
だ
さ

い
｡

◆
日
　
時
　
平
成
_
 
8
年
1
月
-
日

l
-

｢
親
子
竹
と
ん
ぼ
教
室
｣

◆
内
　
容
　
親
子
で
簡
単
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
竹
と
ん
ぼ

は
､
そ
の
飛
行
が
ヘ
リ
コ
ブ
タ
-

に
似
て
い
ま
す
が
､
完
成
ま
で
の

の
楽
し
さ
か
ら
空
や
飛
行
機
な
ど

の
魅
力
を
発
見
で
き
ま
す
｡

◆

日

　

時

　

1

月

2

日

-

4

日

◆
問
合
せ
先

航
空
科
学
博
物
館
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鞘
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※
平
成
1
8
年
度
は
5
月
､
8
月
及

び
1
月
を
休
み
な
く
す
べ
て
の
日

に
開
館
し
て
､
皆
様
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
｡

募
集

竜
ヶ
崎
第
二
品
等
学
校
･

定
時
制
成
人
特
例
入
学
者

竜
ヶ
崎
一
高
･
定
時
制
で
は

｢
平
成
_
 
8
年
度
成
人
特
例
入
学
者

選
抜
｣
　
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
｡

◆
応
募
資
格

･
原
則
と
し
て
県
内
に
居
住
又
は

勤
務
地
を
有
す
る
者

･
中
学
校
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
学

校
を
卒
業
し
て
い
る
も
の

･
平
成
1
 
8
年
4
月
1
日
現
在
､
満

2
0
歳
以
上
の
者

･
た
だ
し
高
等
学
校
普
通
科
を
卒

業
し
て
い
る
者
は
除
く

◆
募
集
学
科

普
通
科
一
般
入
学
者
･
推
薦

入
学
者
と
合
わ
せ
て
4
0
名
(
予
定
)

◆
選
抜
方
法

学
力
検
査
は
行
わ
ず
､
調
査
書
､

面
接
､
作
文
等
を
総
合
的
に
判
断

し
て
選
抜
す
る
｡

◆
出
願
書
類
配
布

1
 
2
月
1
日
よ
り
竜
ヶ
崎
第
一
高

等
学
校
事
務
室
で
交
付

郵
送
希
望
者
は
1
4
0
円
切
手

を
同
封
し
請
求
し
て
く
だ
さ
い
｡

◆
願
書
提
出
期
間

2

月

3

日

･

6

日

･

7

日

◆
面
接
等
の
実
施
期
日

3

月

7

日

◆
問
合
せ
先
　
竜
ヶ
崎
第
二
品
等

学
校
･
定
時
制
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"
刻
勅
封
掛
倒
固
削
｢

大
学
校
学
生
募
集
　
(
情
報

通
信
科
･
情
報
処
理
科
)

献
で
き
る
即
戦
力
と
な
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
､
-
T
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
目
指
す
学
生
を
募
集
し

ま
す
｡

-
情
報
通
信
科
白

ネ
ッ
ト
ワ
-
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
や
情
報
通
信
に
関
わ
る
信
号

処
理
技
術
､
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
制

御
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
の
習
得
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
｡

-
情
報
処
理
科
-

デ
-
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
開

発
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
な
ど
を
習

得
し
､
業
務
ア
プ
リ
ケ
-
シ
ョ
ン

の
設
計
構
築
を
行
え
る
技
術
の
習

得
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
｡

◆
一
般
入
学
試
験

○
募
集
定
員
　
各
科
1
 
5
名
程
度

○
受
付
期
間

_
 
2
月
_
 
9
日
-
-
月
1
 
7
日
ま
で

○
試
験
日
　
1
月
2
4
日

◆
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

Ⅲ
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音

｡

▲
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｡
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音

量

｢
放
送
大
学
｣
学
生
募
集

平
成
_
7
年
4
月
に
開
校
し
た
県

立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
は
､
新

規
高
等
学
校
卒
業
者
か
ら
社
会
人

や
身
体
の
障
害
を
も
つ
方
な
ど
に

｢
開
か
れ
た
短
期
大
学
校
｣
　
と
し

て
､
幅
広
く
県
内
の
産
業
界
に
貢

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
｡
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
や
職
業
の

人
達
へ
の
二
-
ズ
に
応
え
る
科
目

を
3
6
0
以
上
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
｡
大
学
や
大
学
院
の
授
業
科

目
を
-
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
｡
こ
の
機
会
に
放

送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
｡

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
い
た

し
ま
す
の
で
､
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
｡

◆
募
集
学
生
の
種
類

-
教
養
学
部
-

科
目
履
修
生
　
(
6
ヶ
月
在
学
し
､

希
望
す
る
科
目
を
履
修
)

選
科
履
修
生
　
(
-
年
間
在
学
し
､

希
望
す
る
科
目
を
履
修
)

全
科
履
修
生
(
4
年
以
上
在
学
し
､

学
士
の
学
位
取
得
を
目
指
す
)

=
大
学
院
-

修
士
科
目
生
　
(
6
ヶ
月
在
学
し
､

希
望
す
る
科
目
を
履
修
)

修
士
選
科
生
　
(
1
年
間
在
学
し
､

希
望
す
る
科
目
を
履
修
)

◆
受
付
期
間

平
成
-
7
年
-
2
月
1
5
日
-

平
成
1
8
年
2
月
2
8
日

◆
問
合
せ
先

放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
-
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定例相談
心配ごと相談
日　　時　1月16日(月)午前10時一正午

場　　所　公民館第2分館

問合せ先　河内町社会福祉協議会

1ふ84-2830

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　公民館第3分館(西共同利用施設)

問合せ先　曾84-4888(固兼用)

成田空港に関する相談
日　　時　日一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-

曾84-50 1 7

交通事故発生状況
町内の交通事故11月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　3件(-3) (69)

死者数　　　　　　0人(±0) ( 1)

負傷者数　　　　　　5人(-3) (101)

竜ヶ崎警察署調べ

戸籍の窓(11月)
おめでた

おくやみ

転　　入

転　　出

町の人口と世帯
平成1了年12月1日現在

人　口　11,336人(-ll)

男　　　5,614人(-6)

女　　　5,了22人(-5)

世帯数　　3,408戸(十2)

曾84-2111学校教育課　　曾84-3322

役　場

圃84-435了　生涯学習課(中央公細)曾84-2843

水道課　　　　曾84-2361給食センタ-　曾84-2845

つつみ会館　　曾86-3了40　福祉センタ- 1ふ84-3699

保健センタ-　曾84-4486　防災かわち(音声案内)曾84-2212

鈴木クリニック　池田病院　　　　いがらしクリニック

1ふ029-892-3640　864-1152　　　　862-0936

ゆはらクリニック　村井医院　　　　みやか細鄭外科クリニック

1ふ029-894-2002曾62-3380　　　曾62-3761

古橋医院　　　鴻巣クリニック　牛尾病院
曾029-978-3了了0曾6ト0151　　　曾66-6111

佐倉クリニック　若松内科胃腸科医院斎藤クリニック
曾029-892-701 1 f1 64-0533　　　　qP 64-3527

本橋医院　　　　野上小児科医院　飯野クリニック
曾029-892-2308　曾65-33了5　　　　曾60-2323

江戸崎病院　　　うちだ医院　　西新道外科医院
曾029-894-2611 a 64-8821　　　E 62-0855

坂本耳鼻咽喉科医院さくらクリニック　野村医院
曾029-892-262了曾65-1211　　　曾62-6561

角崎クI)ニック　青木医院　　　　いしかわクリニック

曾0297-87-6030　E 64-3131　　　E 62-0378

|l

l　資　源　回　収　日.燃えないごみ収集日

A地区10･24　C地区17･31 A地区　　　　C地区

14

B地区12･26　D地区　5･19　B地区　　　　D地区

28

燃えるごみ収集日　音　粗大ごみの予約収集日

全地区　毎週月･水･金曜日　　12月中の予約-→l月7日

撚築畿> ごみを投棄すると､処罰されます

『みんなの町,みんなできれいに』

◇問合せ先◆　都市計画課環境衛生係密内線155･156

定同音｢ l｣l間=喉｣恒､肱,上

潮刺青信助埴土5航l類Jテ
I=子中¥二/一､l丁　眉‖!〇　　　　時¥ y点I凧｡ I I
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